
内
閣
衆
質
一
六
一
第
六
三
号

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
延
長
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
受
領

答

弁

第

六

三

号



衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
延
長
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
十
日
の
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
「
自

衛
隊
が
活
動
す
る
地
域
は
非
戦
闘
地
域
で
あ
る
、
こ
れ
が
イ
ラ
ク
特
措
法
の
趣
旨
な
ん
で
す
。
」
と
の
答
弁
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
応
措
置
を
実
施
す
る
地
域
に
つ

い
て
、
「
現
に
戦
闘
行
為
・
・
・
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
こ
で
実
施
さ
れ
る
活
動
の
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
（
同
条
第
三
項
）
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
内
閣
総
理
大
臣
の
答
弁
は
こ
の
法

の
趣
旨
を
端
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
内
閣
と
し
て
の
一
致
し
た
理
解
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
に
衆
議
院
本
会
議
及
び
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
行
っ
た

イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
後
の
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
「
米
国
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
破
壊
兵

一



器
を
廃
棄
す
る
国
際
的
な
動
き
の
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
部
分
を
含
め
、
そ
の
中
に
事
実
に
反
す
る
部
分
が
あ
る

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
訂
正
す
る
考
え
は
な
い
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
等
の
要
人
が
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価
若
し

く
は
謝
意
を
示
し
、
又
は
派
遣
継
続
を
要
請
し
た
主
な
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（一）

平
成
十
六
年
六
月
九
日
、
主
要
国
首
脳
会
議
に
際
し
て
行
わ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
と
ヤ
ー
ウ
ェ
ル
・
イ
ラ
ク
暫
定
政
府

大
統
領
と
の
会
話
に
お
い
て
、
ヤ
ー
ウ
ェ
ル
大
統
領
か
ら
「
自
衛
隊
の
人
道
支
援
・
復
興
支
援
活
動
を
高
く
評
価
し
、
感

謝
す
る
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（二）

平
成
十
六
年
九
月
二
十
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
日
・
イ
ラ
ク
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
・
イ
ラ

ク
暫
定
政
府
首
相
か
ら
「
日
本
が
多
国
籍
軍
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
感
謝
し
て
お
り
、
先
般
、
自

分
（
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
首
相
）
が
サ
マ
ー
ワ
の
有
力
部
族
長
と
会
談
し
た
際
、
部
族
長
は
日
本
の
自
衛
隊
の
活
動
に
対
し

感
謝
の
意
を
述
べ
て
い
た
。
日
本
と
日
本
人
は
、
イ
ラ
ク
で
非
常
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（三）

平
成
十
六
年
十
月
四
日
、
訪
日
中
の
ハ
ッ
サ
ー
ニ
・
ム
サ
ン
ナ
ー
県
知
事
か
ら
外
務
大
臣
に
対
し
、
「
自
衛
隊
が
サ

二



マ
ー
ワ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
・
イ
ラ
ク
の
友
好
関
係
強
化
に
資
す
る
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（四）

平
成
十
六
年
十
月
五
日
、
訪
日
中
の
ハ
ッ
サ
ー
ニ
・
ム
サ
ン
ナ
ー
県
知
事
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
「
自
衛
隊
を

サ
マ
ー
ワ
に
派
遣
し
た
総
理
の
決
定
を
高
く
評
価
す
る
。
ム
サ
ン
ナ
ー
県
の
情
勢
は
安
定
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
人
道
復

興
支
援
は
サ
マ
ー
ワ
の
安
定
に
一
層
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（五）

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
、
訪
日
中
の
ハ
ー
フ
ェ
ズ
・
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
計
画
開
発
協
力
大
臣
か
ら
内
閣
官
房
長
官
に

対
し
、
「
イ
ラ
ク
政
府
、
国
民
を
代
表
し
て
日
本
の
復
興
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
」
旨
及
び
「
自
衛
隊
の
活
動
に
対

す
る
謝
意
を
表
明
す
る
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（六）

平
成
十
六
年
十
月
二
十
四
日
付
け
の
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
首
相
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
「
イ
ラ

ク
国
民
の
平
和
的
な
未
来
の
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
日
本
の
イ
ラ
ク
復
興
支
援
部
隊
を
通
じ
た
貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
部
隊
の
現
存
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
」
旨
及
び
「
現
在
派
遣
さ
れ
て
い
る
部
隊
は
、
イ
ラ
ク
国

民
の
人
道
的
ニ
ー
ズ
及
び
復
興
ニ
ー
ズ
を
支
え
る
上
で
不
可
欠
な
任
務
を
遂
行
し
て
き
て
い
る
。
現
行
の
日
本
部
隊
に
よ

る
貢
献
は
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
イ
ラ
ク
の
政
治
体
制
移
行
の
重
要
な
期
間
に
必
要
な
モ
メ
ン
タ
ム
を
維
持
す
る
上
で
死
活

的
に
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
部
隊
を
短
期
間
で
撤
退
さ
せ
る
こ
と
は
、
イ
ラ
ク
及
び
国
際
社
会
に
と
り
深
刻
な
結
果
を
も

三



た
ら
し
か
ね
な
い
。
」
旨
を
述
べ
て
い
る
。

（七）

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
に
お
け
る
日
・
イ
ラ
ク
外
相
会
談
に
お

い
て
、
ズ
ィ
バ
ー
リ
ー
・
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
外
相
か
ら
外
務
大
臣
に
対
し
、
「
サ
マ
ー
ワ
の
自
衛
隊
は
大
変
す
ば
ら
し
い

働
き
を
し
て
お
り
、
日
本
が
イ
ラ
ク
国
民
と
共
に
あ
る
こ
と
を
示
す
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
政
治
プ
ロ
セ
ス

が
完
了
す
る
ま
で
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
と
ど
め
て
欲
し
い
。
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（八）

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
付
け
の
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
首
相
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
「
平
和
を

維
持
す
る
た
め
の
貴
国
の
勇
敢
な
部
隊
が
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
し
な
い
よ
う
、
改
め
て
要
請
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
仮
に
撤

退
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
得
る
か
ら
で
す
。
」
旨
を
述
べ
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

サ
マ
ー
ワ
の
治
安
情
勢
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ラ
ク
の
他
の
地
域
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
安
定
し
て
お

り
、
ま
た
、
サ
マ
ー
ワ
市
民
の
大
多
数
は
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
部
隊
の
活
動
を
支
持
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
十
二
月
六
日
現
在
、
自
衛
隊
の
部
隊
は
、
宿
営
地
の
外
で
の
活
動
を
支
障
な
く
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四



イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
が
、
人
道
復
興
支
援
活
動
と
し
て
の
医
療
に
係
る
活
動
、
給
水
に
係
る
活
動
及
び

学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
の
す
べ
て
を
開
始
し
た
の
は
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
で
あ
り
、
同
日

か
ら
平
成
十
六
年
十
二
月
六
日
ま
で
の
派
遣
日
数
は
、
二
百
五
十
六
日
で
あ
る
。

当
該
派
遣
日
数
の
う
ち
、
自
衛
隊
の
部
隊
が
宿
営
地
の
外
で
活
動
し
た
日
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
中
で
あ
り
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
に
つ
い
て

「
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
特
措
法
に
基
づ
く
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
」
（
平
成
十
五
年
十
二
月
九
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
派
遣
期
間
が
終
了
す
る
平
成
十
六
年
十
二
月
十
四
日
の
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
政
府
と
し
て
決
定
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
お
尋
ね
の
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
活
動
を
終
了

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
に
宿
営
地
内
で
発
見
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
信
管
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
は

明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五



�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
六
月
二
十
八
日
の
イ
ラ
ク
の
完
全
な
主
権
の
回
復
（
以
下
「
主
権
回
復
」
と
い
う
。
）
前
に
つ
い
て
は
、
二

千
三
年
六
月
二
十
六
日
に
制
定
さ
れ
た
連
合
暫
定
施
政
当
局
（
以
下
「
Ｃ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。
）
命
令
第
十
七
号
に
お
い
て
、

イ
ラ
ク
で
活
動
す
る
「
連
合
の
要
員
」
が
、
イ
ラ
ク
の
刑
事
・
民
事
・
行
政
裁
判
権
の
免
除
を
享
受
し
、
派
遣
国
の
裁
判
権

に
服
す
る
な
ど
の
法
的
地
位
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
は
、
「
連
合
の
要
員
」
と

し
て
、
そ
の
法
的
地
位
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
御
指
摘
の
「
Ｃ
Ｐ
Ａ
指
令
文
書
」
は
、
こ
の
旨
を
述
べ
た
二
千
三
年
十
二
月

十
二
日
付
け
の
ブ
レ
マ
ー
Ｃ
Ｐ
Ａ
長
官
（
当
時
）
発
上
村
在
イ
ラ
ク
日
本
国
大
使
館
公
使
（
当
時
）
あ
て
書
簡
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
発
出
さ
れ
た
命
令
は
、
主
権
回
復
後
に
お
い
て
も
、
二
千
四
年
三
月
八
日
に
制
定
さ
れ
た
「
移
行
期
間
の

た
め
の
イ
ラ
ク
国
家
施
政
法
」
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
正
当
に
制
定
さ
れ
効
力
を
有
す
る
法
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
、
又
は
修
正
さ
れ
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
命
令
第
十
七
号
は
、
主
権
回
復
に
際
し
て
、

「
連
合
の
要
員
」
を
「
多
国
籍
軍
の
要
員
」
に
改
め
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
イ
ラ
ク
の
法
令
に
よ
り
廃

止
も
修
正
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
も
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

六



主
権
回
復
後
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
は
、
自
衛
隊
が
多
国
籍
軍
の
中
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
命
令
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
、
「
多
国
籍
軍
の
要
員
」
と
し
て
、
そ
の
法
的
地
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
に
派
遣
し
て
い
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
は
、
法
第
九
条
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
の
責
任
と
し
て

真
に
重
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
地
の
治
安
情
勢
に
応
じ
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
派
遣
期
間
は
平
成
十
六
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
の
復
興
の
状
況
、
現
地
治
安
情
勢
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、
適

切
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
自
衛
隊
員
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご
と

に
、
具
体
的
な
状
況
に
即
し
て
判
断
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七


